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企翻セッション

第11閤衛生工学シンポジウム
2003.11北海道大学学術交流会舘

バイオマスエネルギー利用の国際動向

1.バイオエネルギーの利用動向
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3. EUの現状

φ非常に積極的。 Renewableξnergyを2010年までに6%→12%

@バイオマス発電は3.5%→8.5%(90Mtoe)ヘ増加予想。

φデンマークでは、ストローはその内1/50EU発電力の1.7%。

〈発需量換算:2，OOOMW) 

⑫バイオマス:ストロー、木くす、鶏糞が主体。

φストロー:デンマークでは600万トン/年生産され、 100万トンが既に発電利用。

あと100万トンが利用司能。

⑮25MW規模の発電が一般的。〈ストロー1ア万トン/年〉

⑫英国、スペイン、イタリアで計画中。

令事業主体:電力会社、 IPP

φ国庫補防、各種の税制優遇制度。(政権次第〉

4.ストロー発電所
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5.東欝アジアの現状

@バイオマスの安藤:パガス、パーム、木くす、ライスハスク、コーンコブ、鶏糞、

ゴムの木等

φタイ:サトウキビの大生産器〈世界第4位〉

生産量5，000万トン/年、砂糖600万トン/年、パガス1，300万トン/年

@パガス発言自/熱利用 1，800kcallkg、2ookWe/パガストン、

1，000kWth/パガストン製糖期間:1 1月"'3月

φ悶家エネルギ一政策委員(側NEPO)ド:200-3刷.

φYALA GREEN POWER PROJECT 

ラパーウッド賛 23MW (送電擁20.2MW)

8，600kJ/kg、燃料35t/h、蒸発量95t/h

6.日本の現状

@京都メカニズムの実施、バイオマス日本総合戦略

φバイオマス和用:i麗接燃焼、ガス化、エタノール佑、メタン発酵、コンポスト化

⑪木質系バイオマス利用の例

能代森林資源利用協調組合(枚目照〉

φ鶏糞利薦の倒

南国興産〈株〉 〈宮崎県〉

29ー
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7.能代森林資源利用協同組合

ポイラ型式

最高使用圧力

常用圧力

蒸気温度

蒸発量

使用燃料

燃料消費量

蒸気タービン

1-ピン入口蒸気量

発電機出力

能代森林資源利用協同組合

8.南国興産株式会社

ボイラ型式

最高使用圧力

常用底力

蒸気温度

蒸発量

使用燃料

燃料消費量

蒸気タービン

?-ピン入口蒸気量

発鷺機出力

:N・1000製ボイラ

7.2MPaG 

6.1 MPaG 

: 425 oc 
: 34，000た俳

:木質チップ、パーク

: 9，120 k.俳

:拙気復水タービン

: 34，000 kglh 

3，000kW 

N・900F袈ボイラ

1.97MPaG 

1.67 MPaG 

:飽和

: 41，000 kglh 

:鶏糞

13，000 kglh 

:復水ターゼン

: 12，500 kglh 

1，500kW 
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南国興産株式会社


